
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
充填装置で充填された容器と容器の開口端部に装着可能なキャップ状の閉鎖具とを密封プ
レス嵌めしながら、閉鎖具によって容器を閉鎖する、容器、特に瓶を充填および閉鎖する
ための方法において、
ａ）充填終了後、瓶内の液体が泡立てられ、その際泡立てられた液体の溢流を最小限に抑
　え、
ｂ）泡の栓の上で、第１の閉鎖部材を密封装着しながら瓶の開口部に取り付け、ｃ）瓶の
　開口部を密封してから、瓶開口部に付着した残留液体およびまたは残留泡の吹き飛ばし
　を開始し、そして
ｄ）瓶開口部への酸素の流入を排除して、本来の主閉鎖部材を瓶開口部に取付ける
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
充填装置で充填された容器と容器の開口端部に装着可能なキャップ状の閉鎖具とを密封プ
レス嵌めしながら、閉鎖具によって容器を閉鎖する、容器、特に瓶を充填および閉鎖する
ための方法において、
閉鎖具が設けられ、この閉鎖具の密封用の内側の閉鎖部材が本来の閉鎖キャップの下側範
囲に配置され、内側の閉鎖部材が瓶の開口部に密封取付け可能であり、そして開口部の洗
浄が行われ、その後で閉鎖キャップが内側の閉鎖部材上に取付けられて瓶の開口部にねじ
締められることを特徴とする方法。
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【請求項３】
充填装置で充填された容器と容器の開口端部に装着可能なキャップ状の閉鎖具とを密封プ
レス嵌めしながら、閉鎖具によって容器を閉鎖する、容器、特に瓶を充填および閉鎖する
ための方法において、
閉鎖機を用いて密封用の内側の閉鎖部材を開口部に装着した後で、この閉鎖機内で、定置
のまたは回転する噴霧装置によって瓶の開口部の洗浄を行うことを特徴とする方法。
【請求項４】
充填装置で充填された容器と容器の開口端部に装着可能なキャップ状の閉鎖具とを密封プ
レス嵌めしながら、閉鎖具によって容器を閉鎖する、容器、特に瓶を充填および閉鎖する
ための方法において、
ａ）充填終了後、瓶内の液体が泡立てられ、その際泡立てられた液体の溢流を最小限に抑
　え、
ｂ）瓶開口部に噴霧装置が装着され、この噴霧装置によって、瓶の端面側の密封と少なく
　とも閉鎖範囲の周囲の吹き付けが行われ、
ｃ）閉鎖具を瓶の開口部に取り付けることを特徴とする方法。
【請求項５】
第１の閉鎖部材が瓶開口部から、特に自動的に取り出され、瓶開口部に封隙的に押し付け
られ、そして残りの開口部範囲が洗浄され、続いて閉鎖具の第２の閉鎖部材が開口部に取
付け可能であることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
密封用の内側の閉鎖部材が開口部に封隙的に押し付けられ、外側の閉鎖部材が内側の閉鎖
部材の上で瓶開口部に回転可能に取付け可能であることを特徴とする請求項２記載の方法
。
【請求項７】
充填装置で充填された容器と容器の開口端部に装着可能なキャップ状の閉鎖具とを密封プ
レス嵌めしながら、閉鎖具によって容器を閉鎖する、容器、特に瓶を充填および閉鎖する
ための方法において、瓶が複数の部材からなる閉鎖具によって閉鎖され、この閉鎖具の第
１の閉鎖部材が、液体を瓶に充填した後およびまたは瓶の液体を発泡させた後で、瓶開口
部に取付けられ、開口部の洗浄が行われ、続いて主閉鎖部材が取付けられ、この場合両閉
鎖部材が接着剤を用いないで互いに連結され、全部揃ったユニットとして瓶から取り外し
可能であることを特徴とする方法。
【請求項８】
第１の閉鎖部材が瓶開口部に密封連結可能にかつ主閉鎖部材に係止可能に形成されている
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか一つに記載の方法で使用するためのねじ込み閉鎖具において、主
閉鎖部材がねじ込み閉鎖部材として形成されていることを特徴とするねじ込み閉鎖具。
【請求項１０】
内側の第１の閉鎖部材と、外側の第２の閉鎖部材とからなる、容器を閉鎖するためのねじ
込み閉鎖具において、内側の第１の閉鎖部材（２）が瓶開口部（１）を取り囲むキャップ
として形成され、外側の第２の閉鎖部材（４）が瓶開口部（１）に取付け可能な主閉鎖部
材として形成され、この第２の閉鎖部材がその内側端面に凹部（５）を備え、この凹部に
第１の閉鎖部材を挟持可能に挿入することができることを特徴とするねじ込み閉鎖具。
【請求項１１】
内側の閉鎖部材（２）の挟持がその端側の変形によって行われることを特徴とする請求項
１０記載のねじ込み閉鎖具。
【請求項１２】
内側の閉鎖部材（２）の挟持が変形可能な壁部分の拡開によって行われることを特徴とす
る請求項１０記載のねじ込み閉鎖具。
【請求項１３】
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挟持およびまたは拡開が外側の第２の閉鎖部材（４）の下側端面に設けられた隆起部（６
）によって行われることを特徴とする請求項１０記載のねじ込み閉鎖具。
【請求項１４】
第１の閉鎖部材（２）の外径が、外側の閉鎖部材（４）のめねじ（７）の内径よりも大き
いことを特徴とする請求項１０記載のねじ込み閉鎖具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、充填装置で充填された容器と容器の開口端部に装着可能なキャップ状の閉鎖具
とを密封プレス嵌めしながら、閉鎖具によって容器を閉鎖する、容器、特に瓶を充填およ
び閉鎖するための方法と、この方法に適した閉鎖具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の方法と装置は特に、飲料工業において、瓶を充填および閉鎖するために適してい
る。この場合、閉鎖具として少なくとも１個のいわゆる王冠が使用される。充填された飲
物を長期間保存するために、閉鎖具の密封性に高度な要求がなされる。従って、王冠と閉
鎖すべき瓶との間で、高い密封プレス圧力が必要である。
【０００３】
容器を充填および閉鎖するための従来の装置では、閉鎖装置内での閉鎖過程は、閉鎖装置
の寸法が大きいので、充填装置から比較的に離して行われる。その結果、充填された瓶は
比較的に長い時間開放されたままであり、瓶に含まれる液体が周囲空気にさらされる。周
囲空気のこの影響は、充填された飲物の保存性と味覚に大きな影響を与える。
【０００４】
従って、閉鎖装置は充填装置のできるだけ近くに設置できるようにまたは充填装置に統合
できるように形成される。それによって、充填後できるだけ早く、容器の閉鎖を行うこと
ができる。
【０００５】
この種の公知の装置（英国特許第６２８５３９号明細書）の場合、閉鎖装置は容器首部に
閉鎖具を押し込むための装置を１個だけ備えている。この装置は構造が複雑で、大きなス
ペースを必要とし、そして充填された容器を瓶充填機から星形排出ロータに移送するため
の個所のすぐ近くに閉鎖装置を配置することができないような構造高さを有する。従って
、充填され、まだ閉鎖されていない容器は、閉鎖されるまで、比較的に長い距離を通過す
る。その結果、この距離の間、液体が大気に接触し、液体の表面と大気とのこの接触によ
り、不所望な酸素吸収が行われ、衛生的な状態が保証されない。更に、充填と閉鎖の間で
容器の振動や挟持が回避できないので、充填された容器内での液体の激しい運動が生じる
。これにより、特に容器が衝突または衝撃に敏感に反応する合成樹脂または合成樹脂シー
トからなっているときには、液体が溢れたり、パチャッとこぼれることになる。構造高さ
がかなり大きいので瓶充填機の近くに配置することができないこの装置の場合には、充填
された容器を早く閉鎖することが不可能である。
【０００６】
米国特許第３４９４０９４号明細書により、充填した直後、第１の閉鎖相で容器を合成樹
脂製閉鎖部材によって閉鎖し、そして第２の閉鎖相で従来の王冠をこの合成樹脂閉鎖部材
上に装着する方法が知られている。
【０００７】
冒頭に述べた種類の方法はドイツ連邦共和国特許出願公告第１７８２３４８号公報によっ
て知られている。この文献には、２つの相で、合成樹脂キャップによって瓶を閉鎖する方
法が記載されている。この場合、合成樹脂キャップは第１の相で、合成樹脂キャップの側
方スカートが瓶の開口ビードの最大肉厚範囲を取り囲むまで、瓶に嵌められ、第２の相で
完全に嵌められるので、合成樹脂キャップ閉鎖具はその端部分または底部分が瓶の開口縁
部に接触する。
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【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、公知の方法と比べて、確実な閉鎖と衛生的な開口範囲が得られるように
、冒頭に述べた方法を提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明による方法は、請求項１～４と従属請求項記載の特徴を有する。
【００１０】
独立請求項では、瓶が１個または複数の部材からなる閉鎖具によって閉鎖され、瓶の充填
およびまたは液体の発泡直後、この閉鎖具の第１の閉鎖部材が瓶開口部に取付けられ、開
口部の洗浄が行われ、それに続いて主閉鎖部材が取付けられる。この場合両閉鎖部材は接
着剤なしに互いに連結され、全部揃った付着ユニットとして瓶から取り外し可能である。
【００１１】
提案した方法と、実施に適したねじ込み閉鎖具により、充填プロセスを終了し、充填され
た液体を発泡した後、直ちに閉鎖が行われるかまたは予備閉鎖を開始し、続いて、充填機
範囲の外側または閉鎖機内で直接、開口範囲を先行して噴霧してから主閉鎖が行われる。
使用者は、両閉鎖部材を連結するために、特に飲物の場合に健康に害のある接着剤等を使
用しないで、全部揃ったユニットとしてのこの閉鎖具を取り外すことができる。更に、特
に所望な泡立てを生じる傾向のあるＣＯ２ 　 を含む飲物の場合、主閉鎖の前に、瓶首部ま
たは開口範囲を完全に洗浄することができる。ねじ込み閉鎖具内にある空気は瓶内に押し
込まれない。それによって瓶首部内の酸素の成分は更に減少する。
【００１２】
この方法と請求項２記載の方法によって、閉鎖機内での予備密封と、それに続く開口範囲
の噴霧と、それに続く瓶の閉鎖を行うことができる。両者の場合、開口範囲からの残留充
填物質の除去が保証される。
【００１３】
【発明の実施の形態】
次に、閉鎖具を示す実施の形態に基づいて本発明を詳しく説明する。
【００１４】
容器は普通の充填機で処理される。すなわち、例えばＣＯ２ 　 で洗浄され、排気され、予
圧され、そして充填物質が充填される。回転する充填機として充填機が形成されている場
合、引渡し範囲に、星形移送装置が設けられている。この移送装置の星形ポケットは容器
を少なくとも部分的に包囲し、エプロンコンベヤとして形成されたコンベヤ上に降ろす。
瓶の首部内にある酸素を追い出すために、この星形移送装置上で、液体の発泡が生じる。
そのすぐ後であるいは閉鎖機内で、瓶の開口部１が閉鎖具３の第１の閉鎖部材２によって
シールされ、続いて噴霧液が吹き付けられるので、残っている泡を除去することができ、
続いて閉鎖具３の第２の閉鎖部材４を衛生的にねじ込むことができる。
【００１５】
閉鎖具３の第１の閉鎖部材２は供給シュートから例えば引きずり法で受け渡され、開口部
に押し付けられる。開口部の範囲を洗浄した後で、閉鎖具３の第２の閉鎖部材４が従来の
方法で、例えばねじ込み式締め具を用いて取付けられる。
【００１６】
この閉鎖具３の第１の閉鎖部材２は好ましくはキャップとして形成され、装着後容器の上
側開口部を取り囲む。第２のステップで、外側の第２の閉鎖部材４が本来の主閉鎖部材と
して取付けられる。この第２の閉鎖部材はその内側端面に、凹部５を有する。この凹部に
は、キャップ２が取付け中に挿入され、位置決めまたは挟持される。このような挟持は例
えば、キャップ２の端面を変形することによってあるいはキャップ２または主閉鎖部材の
対応する部分の変形可能な壁部を拡開することによって行われる。そのために、外側の閉
鎖部材４の下側の端面に隆起部６が設けられていると合目的である。この隆起部は内側の
閉鎖部材２の端面に作用し、挟持を行うかまたは挟持のための変形を生じる。挟持連結作
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用は、第１の閉鎖部材２の外径が外側の閉鎖部材４のめねじ７の内径よりも大きいことに
よって更に高められる。
【００１７】
請求項２および図２～４の方法では、閉鎖具が他の付加的な装置を用いないで、特に閉鎖
機８で開口部１に直接取付けられる。その際、閉鎖具の密封部材２′は図３に示すように
、本来の閉鎖キャップ４の下側範囲にあり、閉鎖ヘッドによって受け取った後で先ず最初
に、開口端面に密封装着される。この密封装着過程は押し付けることによってあるいは密
封部材２′を押圧することによって行われるので、瓶開口部の最終的な閉鎖が達成される
。それに続いて、外側開口部の洗浄処理が噴霧装置９によって行われ、その後で外側の閉
蓋キャップ４が取付けまたはねじ込まれる。そのために、閉鎖具の密封部材２′の外周壁
の輪郭は、問題なくねじ締めることができ、かつ閉鎖後両部材２′，４を確実に固定連結
することができるように形成されている。
【００１８】
噴霧装置９は定置して配置してもよいし、閉鎖ヘッドと共に回転するようにあるいは閉鎖
ヘッド内に配置してもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態の閉鎖具の瓶への取付け状態を示す縦断面図である。
【図２】噴霧装置を備えた閉鎖機を示す概略図である。
【図３】第２の実施の形態の閉鎖具の瓶への取付け状態を示す縦断面図である。
【図４】第２の実施の形態の閉鎖具の取付け終了後の状態を示す縦断面図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　　　開口部
２　　　　　　　　　　第１の閉鎖部材、キャップ
２′　　　　　　　　　密封部材
３　　　　　　　　　　閉鎖具
４　　　　　　　　　　第２の閉鎖部材、主閉鎖部材、閉鎖キャップ
５　　　　　　　　　　凹部
６　　　　　　　　　　隆起部
７　　　　　　　　　　めねじ
８　　　　　　　　　　閉鎖器
９　　　　　　　　　　噴霧装置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(6) JP 3545994 B2 2004.7.21



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                            ＦＩ                                                        
   Ｂ６７Ｂ   3/20                         Ｂ６７Ｂ   5/02    　　　　          　　　　　

(72)発明者  ジークマール・ジンダーマン
            ドイツ連邦共和国、５９１７４カーメン、グラーフエンヴアルト、１８
(72)発明者  マルクス・シャーペル
            ドイツ連邦共和国、４４１４３ドルトムント、アム・ハーゼルホフ、１６

    審査官  田村　嘉章

(56)参考文献  特開昭５７－１２５１２０（ＪＰ，Ａ）
              実開平０３－０７２６９８（ＪＰ，Ｕ）
              西独国特許出願公開第０１７８２３４８（ＤＥ，Ａ）
              特開昭６３－２８１９９１（ＪＰ，Ａ）
              実開昭５７－１１７３４９（ＪＰ，Ｕ）
              米国特許第０３４９４０９４（ＵＳ，Ａ）
              実開昭５７－１５１２５５（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭５７－１９０７６１（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭５８－０１４３５７（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０５－０７７８１０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              B65B 31/04
              B65B 55/24
              B65D 51/18
              B67B  1/10
              B67B  3/20
              B67C  7/00

(7) JP 3545994 B2 2004.7.21


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

